
看護専門職として
研鑽し続けるために

必要な
基礎的研究能力

保健医療
福祉チームの
様々な職種が
果たす役割を 

理解し、
協調・協働できる 

能力

口腔を起点とした
全身の健康支援が
可能な看護実践能力

在宅高齢者の
健康支援ニーズに

対応できる
看護実践能力

育成する
能力

必要な
看護実践
能力

生命の尊厳を重んじる
高い倫理観を基盤に
対象者を理解し、
援助的人間関係の
構築ができる能力

多様な価値観を持つ
対象者の

健康問題に、
柔軟な対応ができる

創造的思考力

科学的根拠に基づく対象者の個別性に応じた
最適な生活（well-being）に向けた看護を

計画的に実践する能力

専
門
性
を

発
展
さ
せ
る

能
力

●看護倫理 ●看護課題研究
●看護研究方法論
●看護理論

●包括的情報
システム論
●看護管理
●選）災害看護
●選）国際看護
●選）医療安全管理

●統合看護学実習
●口腔機能援助論
●well-being care統合
●選）リハビリテーション看護

●在宅高齢者ケア
●選）家族看護論

あ
ら
ゆ
る
発
達
段
階
お
よ
び

健
康
課
題
に
対
応
す
る
能
力

●成人・高齢者看護学 
実習Ⅱ

●成人・高齢者看護学
実習Ⅰ
●成人・高齢者看護論
演習Ⅱ

●緩和ケア看護論
●慢性期看護論
●周術期・回復期
看護論
●急性期・クリティカル 
看護論
●成人看護学概論

●母性看護学実習
●母性看護論演習
●母性看護論
●母性看護学概論

●小児看護学実習
●小児看護論演習
●小児看護論
●小児看護学概論

●精神看護学実習
●精神看護論演習
●精神看護論
●精神看護学概論

●高齢者生活支援
看護実習
●成人・高齢者
看護学実習Ⅲ
●成人・高齢者
看護論演習Ⅰ
●高齢者看護論
●高齢者看護学概論

●地域在宅看護論
実習
●地域在宅看護論
演習
●地域在宅看護論
●地域在宅看護概論
●地域在宅看護
フィールド演習

●選）公衆衛生
看護学実習
●選）公衆衛生
看護活動論Ⅴ
●選）公衆衛生
看護活動論Ⅳ
●選）公衆衛生
看護活動論Ⅲ
●選）公衆衛生
看護活動論Ⅱ

科
学
的
根
拠
に
基
づ
き

看
護
を
計
画
的
に
実
践
す
る
能
力

●口腔健康科学論
●well-being care

●看護過程実習
●看護過程論
●治療援助論演習
●ヘルスアセスメント 
演習

●基礎看護学実習
●フィジカル 
アセスメント演習
●日常生活援助論
演習

●基礎看護技術論
演習

●看護学概論

●公衆衛生
看護活動論Ⅰ

●公衆衛生
看護学概論

科
学
的
根
拠
の
基
盤

●医療における 
情報通信技術
●保健統計
●疫学

●保健医療福祉
行政論
●選）公衆衛生学Ⅱ
●公衆衛生学Ⅰ

●形態機能学演習
●形態機能学（生理Ⅱ）
●形態機能学（生理Ⅰ）
●形態機能学（解剖Ⅱ）
●形態機能学（解剖Ⅰ）

●栄養・代謝機能
●感染免疫学
●薬理学

●病態疾病論Ⅴ
●病態疾病論Ⅳ
●病態疾病論Ⅲ
●病態疾病論Ⅱ
●病態疾病論Ⅰ

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
の
基
盤

●人間の生と死
●人間関係論
●社会規範論
●情報リテラシー

●人間の行動心理
●家族関係論
●well-being
●人間の成長と発達

●統計分析法
●基礎ゼミナール
●論理的思考法

●選）社会制度と法律
●保健医療経済論

●選）医療英語
●英語コミュニ
ケーションⅡ（応用）
●英語コミュニ
ケーションⅠ（基礎）

●選）教育方法概論
●選）まちづくり概論
●選）健康科学

●自）看護のための 
生物学・化学
●自）看護のための 
数学
●自）看護のための 
物理学

●選）社会福祉概論
●選）国際協力
●選）地域活動と 
社会貢献

看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格

保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格（
選
択
）

最適な生活（well-being）への健康支援

配当年次：●1年次　●2年次　●3年次　●4年次

本学は超高齢社会の進展、価値観の多様化、医療に対する意識の変化、医療技術の高度化といった

医療・看護を取り巻く環境の変化に対応し、個別性に応じた最適な生活(well-being)を支援するための

実践能力を備えた看護専門職育成をめざした、特色あるカリキュラムを展開しています。

学びの特色とカリキュラム

“well-being”を実現するための
質の高い看護実践能力を養います。

■ 看護の初学者が、自ら学ぶ姿勢を身につける教育システム

■ カリキュラムツリー （必要な看護実践能力および育成する能力に対応する科目一覧）

■ 看護実践能力を育成する福岡看護大学の4つの特色

知らないこと、
できないことを自覚し、
失敗から学ぶ

演習では自分の考えを「組み立てる」、「発
言できる」、「協議できる」を重視。教員によ
る一方的な指導ではない教育システムを
構築しています。また、学生同士で「失敗」
を共有し、失敗体験を成功体験へつなげる
よう促し、協働学修により自ら学ぶ姿勢も
養っています。

社会情勢を踏まえ、高度化・複雑化・多様化する健康課題に
対応し、対象者の個別性に応じた最適な生活（well-being）
をめざす看護実践能力を育成します。

自ら進んで
学修する習慣

【個人学修】 成功体験の
積み重ねで

学ぶ意欲が向上
仲間と

切磋琢磨する習慣

【グループワーク】

個別性に応じた最適な生活（well-being）をめざす
看護実践能力の育成

保健・医療・福祉などさまざまな分野での活躍が期待される看護専門
職に必要とされる、他職種と協調・協働する能力を育成します。

他職種と協調・協働する能力の育成

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい最適な生活(well-being)
を送りたいというニーズを実現できるように在宅高齢者への
看護実践能力を育成します。 

在宅高齢者への看護実践能力の育成 

本学園が長年にわたり提唱してきた口腔医学の理念に基づき、口腔
と全身との関連性を理解し、口腔の機能（摂食、咀嚼、嚥下、消化、
吸収、構音、味覚など）のアセスメントと全身の健康管理に向けたコー
ディネートの方法および対象者に応じた援助技術を修得します。

口腔を起点とした全身の健康支援が可能な
看護実践能力の育成

Point

2018年度は、看護先進国のオーストラリアを訪問。現地での講義
や病院見学をとおして、海外の保健・医療・福祉の実際を学ぶ海外
研修を実施しました。日本では体験できない多文化社会における
人々の暮らしに触れるとともに、看護における異文化理解や対人コ
ミュニケーションの重要性を学びました。

国際交流をとおして幅広い視野と国際感覚、
看護における異文化理解を深めます。

看護先進国オーストラリアで看護の
役割・機能について考える海外研修

【国際交流】

2019年3月
オーストラリアモナッシュ大学

高度化、多様化する医療に対応できる
質の高い看護実践能力を養うカリキュラムを展開しています。

（縦軸） 文部科学省「大学における看護系人材養成の在り方に関する検討会」において、看護実践能力として挙げられた項目を参考に、本学が考える５つの「必要な看護実践能力」を示す。
（横軸） 本学が示す７つの「育成する能力」を挙げる。
（選択・自由科目） 選択科目は「選）科目名」、 自由科目は「自）科目名」で示す。なお、科目名のみ記載している科目は必修科目を示す。
【注記】この図表は、縦軸「必要な看護実践能力」と横軸「育成する能力」が交差する欄に対応する科目を配置したものである。

1
Point

2
Point

3
Point

4

International 
     Exchange

口腔医学

看護学

we�-being

2018年度実績

2020年11月、本学と英国のリバプール大学・健康科学部との間で、正式に国
際交流協定を締結しました。この度の協定締結を機に、両大学間で学生の相互
派遣及び交流、教員の研究協力等の促進が期待されます。新型
コロナウイルスの感染状況が収まり次第、第１回リバプール大学
海外研修を計画する予定です。リバプール大学・健康科学部看護
学科との国際交流プログラムに参加し、イギリスにおける看護や
文化を学ぶことを目的としています。

■ “口腔医学”を取り入れたカリキュラム
学園グループである福岡歯科大学や福岡歯科大学医科歯科総合病院の教
育研究実績を生かし、「口腔医学」を取り入れた新しい看護学を展開。呼吸や
コミュニケーション、病気の予防において口腔が果たす役割の重要性に注目
し、口腔機能の維持・回復や全身の健康支援に貢献できる実践力を養うカリ
キュラムを設けています。

※口腔医学とは、さまざまな科学的根拠を
基に、歯周病などの口腔疾患が全身の健
康と密接に関連することを明らかにし、医
療現場における口腔ケアの推進と、その重
要性を追求するための学問です。

【 独自の学び 】

●口腔アセスメント演習
看護学に口腔医学を取り入れ、口腔を起
点とした健康支援スキルを修得

■ 「物理」、「化学」、「生物」、「数学」を
看護学との関連で学び直す

医療機器や薬物の管理に関わる看護技術において、
その基礎となる物理、化学、生物、数学は各科目を履
修するうえで大切な科目となります。本学では1年次の
自由科目に「看護のための物理学」等を設置し、高校
までの学習の単なる「復習」ではなく、看護場面で必
要な知識を新たに学びます。臨地実習や国家試験は
もちろんのこと、就職後も看護専門職の基礎となる知
識を自由科目で学び直し、新たな知識を獲得すること
をおすすめしています。

【 自由科目 】

Focus

Focus
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